
 はしの持ち方、正しい配膳やマナー、食材や調理への関心、食べ物を大切にする心、そし

て何よりも親しい人たちと楽しく食卓を囲む体験など、家庭の食卓は食育の宝庫です。「た

かが食事」とは考えず、なるべく時間を合わせ、家族そろって食卓を囲む機会をたくさんつ

くっていきましょう。 

 また健康な骨をつくるためには、カルシウムだけでなく、

たんぱく質やビタミン C、D なども十分に摂取できるよう、栄

養バランスのとれた食事にすることが大切です。さらに骨の

成長を促すためには、適度な運動を行うこと、そして成長ホ

ルモンが分泌されて働くようにするために、夜更かしを避け、

十分な睡眠をとることも大事です。 
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給食だより 食中毒、3つのきまりで防ぎましょう！ 

作ってみませんか 

 6月は「食育月間」です。食べることは、生きるために欠くことのできないものです。そ

して健康で心豊かな生活を送るうえでも大切です。とくに子どもの時期の食生活は生涯を

通しての健康づくりの礎となります。さらに伝統文化の継承や、豊かな感性、いきいきと

した好奇心を育み、学習意欲の向上や人格形成に大きな影響を及ぼします。 

 この機会にご家庭での「食育」についても考えてみましょう。 

 気温が高くなり、湿度も増すこれからの季節は、食中毒の発生が心配されます。

夏の食中毒を「3つのきまり」で防ぎましょう。 

 埼玉県の郷土料理です。養蚕や織物で知られる本庄

地方で、古くから忙しい仕事の合間などに食べられて

きた「つみっこ」という郷土料理があります。料理の

名は「摘み取る」という意味の方言からで、小麦粉を

水で練ったものを手でちぎって鍋に入れるさまを、蚕

のえさの桑の葉を摘み取る様子になぞらえて、こうよ

ぶようになったといわれています。 


